
解散の憶測と共に浮き上がる新党構想
再び選挙の季節です。秋にも衆議院の解散との観測が流れて

います。新型肺炎対策が急務な折、そんなことを言えば「選挙
に浮かれている場合か」とお叱りをいただきそうです。しかし、
一方で政界の一寸先は闇です。何が起きても不思議ではありま
せん。選挙を先取りした動きも活発です。立憲民主党と国民民
主党が互いに解党し、新党立ち上げに動きだしたのは象徴的で
す。私はかねてから「外交・安全保障政策が近接した二大政党
制の実現」を目指し、二党が互いに切磋琢磨する未来」を夢見
てきましたので、その一歩となる新党の誕生は歓迎したいと思
います。

「自民に不満、民主に不安」
ただ、有権者の反応はあまり芳しくないようです。立憲民主
党と国民民主党の動きには関心が薄く、決して強い期待が集ま
っている訳ではありません。
各種世論調査では内閣支持率が下落傾向にあり、与党・自民

党への支持も失われています。一方、野党の支持率は相変わら
ず低く、低迷し続けています。代わって増えているのが無党派
層です。ここには、自民に対する不満はあるものの、野党に政
権を託すわけにはいかない、という消極的選択が働いているの
でしょう。

巨額の政治資金
こんな閉塞感を打ち破り、新党への期待を高めるためには何
が必要なのでしょうか。まず外交・安全保障政策を現実的な形
にまとめることが大前提でしょう。その上で税金から支給され
た政党交付金の残金を国庫に返納することです。両党には合計
で127億円の政治資金があり、その大部分は政党交付金だと言
われています。

14億円の税金を返還した私だから言えること
かつて14億円の政党交付金を憲政史上初めて国庫に返還した
者として、いつでも返還の実務をご教示します。立憲民主党の
枝野党首、国民民主党の玉木代表にはこの旨を伝えてあります。
残念ながら未だに返信がありませんが。
実務は、至って簡単です。解党時に使用せず、お金を残して

おけばその分に総務省から返還命令が出ます。納付すれば事足
ります。未精算の債務処理の為には精算目的の特別目的会社を
作り、一時的に政党交付金の一部を移し、残金を総務省の書式
に従って納付すれば良いのです。因みにそれまでは残金処理の
書式などは有りませんでした。私の要請を受け総務省で作成さ
れました。コロナ禍で国民が苦しむなか、120億円ものお金を
返還すれば、間違いなく国民の期待感も高まります。いつでも
実務的なことは教えます。枝野さん、玉木さんには是非、新党
結成時の政党交付金の返還を決断してほしいものです。
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 ＊ご自宅の壁・フェンス等に掲示可能な方はお知らせください

ご 住 所

電 話 携帯電話

E-mail

浅尾） 今年の夏はコロナウイルスの感染
対策として海水浴場が開かれていない、
海の家が無いという状況ですね。

増田） そうなります。食べるものがない、
更衣室がない浜辺で、トイレは公衆ト
イレだけとなります。

浅尾） 近隣の住民の方々も心配しています。
増田） 鎌倉市のマナー条例では公共エリアでの飲酒・喫煙・
BBQ等裸火の使用は禁止です。浜辺では屈強な警備員が

警戒にあたってく
れています。

浅尾）増田さんたち
も独自の取組みを
されているんです
よね。

増田）私たちはボラ
ンティアとしてゴ
ミ拾い・ビーチク
リーン活動を毎日

やっています。鎌倉での海水浴は明治
時代から138年目、この浜辺を大切に
したいと考えています。ビーチクリーンは一般の方も参
加していただける取組みなので浜辺で気軽に声をかけて
もらえればと思います。
浅尾）由比ガ浜では先進的な取組みを色々していますね。
増田）「誰もが安心して楽しめるビーチリゾート」を目指し、
世界で歴史のある環境認証「ブルーフラッグ」を取得し
たり、「バリアフリービーチ」も始めるなど、さまざまな
活動に取組んできました。今年の夏の終わりにはWEB配
信を活用して、由比ガ浜をより楽しんでもらえる仕組み
も実行します。来夏に
向けて頑張ります。
浅尾）素晴らしい取組み
ですね、私も応援します。 

本郷ふじやま公
園愛護会は今年5
月に国土交通大臣
賞を受賞されまし
た。「愛護会をは
じめ、ふじやま公
園を支えているの
は、古民家歴史部
会、里山部会、工
作棟部会、農芸部
会、クリーンアッ

プ部会、広報部会等のそれぞれ団体で活躍される130名を超え
るボランティアの皆さんです。」と話される愛護会の狩野事務
局長。愛護会の皆さんは竹林整備などをはじめ、公園全体を運
営・整備されています。
約170年前の古民家（旧小岩井家母屋）をシンボルに、歴史

と自然を感じる環境の中、お花見会や収穫祭、餅つき会、わん
こソーメン流しなどのイベント、遊具の安全講習や草木の刈
込講習なども行われています。普通はできない貴重な体験がで
きます。ボランティアも引き続き募集されていますので、ご興
味のある方は公式サイト、またはお電話にてお気軽に問合せ下
さい。

◆問合せ先：045-896-0590（事務局）
　　　　　　http://www.hongofujiyama.jp/

鎌倉市海浜組合連合会 代表　増
ます
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秀
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さん今月の対談

本郷ふじやま公園運営委員会公園愛護会（横浜市栄区）地域の活動のご紹介

今年の夏は神奈川県の海水浴場はどこも開設されません。鎌倉由比ガ浜の海の家の経営に30年
以上携わられ、鎌倉市海浜組合連合の代表を務めている増田さんにお話を伺いました。

事務局とボランティアの皆さん
（旧小岩井家母屋の前で）

わんこソーメン流し 竹林整備（タケノコ掘りも）

「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰受賞

由比ガ浜海水浴場
オフィシャルサイト
へのQRコード

受賞おめでとう
ございます！

由比ガ浜にビーチクリーン特設テント

「あさお慶一郎君を応援する会」では浅尾慶一郎の政治活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）の募集を行っております。ご入会された方には、
大船「ちいりんご」の店主 まつもとちえこさんがデザインを手掛けた、今年の干支
である子（ねずみ）の「オリジナルピンバッジ」をお送りさせていただきます。

特別賛助会員募集・
各種イベント申込

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。


